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Abstract 
Methanol as a fuel of internal combustion engine， itcan be burnt in lean mixure region from a oxygenic fuel， 
and it should have high theoretical efficiency because it is high Octane Number. 
There are hopful methods and activitily investigated for reducing the NOx concentration， that are the water-
fuel blend method and the exhaust gas recirculation method (EGR). But， they raised a new questions on engine 
property， that these methods make worse the combustion character in cylinder. 
ln this report， to examine the effects of above methods for reducing the NOx concentration on the engine 
performance and combustion variance of Methanol Fueled Four-Cycle Spark Ignition Engines， with carburetor 
and with electronically controiled fuel injection into the intake manifold. Moreover， their results were com. 
pared with gasoline fueled ones. The results obtained as follows 
Methanol fuel is useful for the improvement of exhaust emission without loss of engine performance， ifselect 
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く (6.2を8.4に)改造した。その主要諸元を表一 1に装置の概略を図 1に示す。吸入空気量計








一酸化炭素CO濃度は NDIR、全炭化水素 THC濃度は FIDを用いてともに連続測定した。こ
































て得られた結果をまとめると、過濃混合気範囲 (λ ェ0.6-l.0)における機関出力 Leは水を添
加すると幾分増加し、それにつれて熱効率れも高くなっている O しかし、希薄混合範囲(A > 
l.1)では含水率y=Gw/Gf(Gw :添加水量、 Gf:燃料供給量)が高いほどLe、れは低下し、
可燃範囲も狭くなっている O この傾向は、 y=0の値を基準として、 Le/(Le)。、れ/(ザe)。で表示
した図-3によるとより明確であり、点火進め角 θが小さいほど顕著になることがわかる。また、
ガソリン機関と比較するとメタノール機関の方がい、れの低下割合は小さい。一酸化炭素 CO
濃度は A>l.0の範囲では yに関係なく一定値を示すが、 A<l.0では yが大いと多少減少する







るがyが大きいほど著しく減少し、 NOx低減対策として有用であることがわかる O 勿論、 0を
小さくしても NOxは低減するが(図-2・a)、Le、マ eの低下も大きいので Oの選定のみで
NOxの低減を図ることは好ましくない。水添加による NOxの低減割合はメタノール機関もガソ
リン機関も同じである(図-3)が、 θが小さく、す vが小さいほど yの効果は大きい。しかし、
その効果が大きい条件ほどLe、れの低下も大きくなることに留意することが必要である。
いま、定性的考察を目的として、 2分子反応説を用い、 Marteneyが示した4)ように NOの発生
速度が近似的に









=K [02J 1/2で与えられる。 むとKはそれぞれ温度の関数で Arrheniusの反応式で与えられるもの
とすると、シリンダ内のNO生成量は
[NO J =J J A. e -E/RT[N2J [02]" dtdv (3) 
で与えられる O ここに、 t:時間、 v:体積、 T:絶対温度、 R:ガス常数、 A:頻度因子、 E:活
78 
かL用火花点火メタノール機関における NOx低減対策が機関性能に及ぼす影響













































































































N =2000 rpm 
7v=42.5 % 
一一一一一 入=1.0I 



























加する(図 2 'b)。また、 Pmaxが極大、 Sおよび
S/Pmaxが極小になるときの Aはyに関係なくほ
ほ一定であるがSおよびS/Pmaxが極大になる A










































































































































































































過濃領域における CO濃度は減少し、 THC濃度は全域にわたって増加する O 一般に CO濃度はガ
しかも yの影響は大き




~v=42.5% ， 8=48.50CA 
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